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太平山山麓落葉広葉樹二次林における鳥類相

高 橋一郎＊

Avifaunainadeciduousbroad-leavedsecondaryforest

atthefootofMt.Taihei(Akita,Japan)

IchiroTAKAHASHI*

てお9,このような環境下における鳥類を把握す

る意味は大きいと考える．

本報告をまとめるにあたり，調査地内の植生を

図lに示すようにN化してくれたほか，夜間の昆

虫調査中にフクロウの生息を確認し，情報提供し

てくれた当博物館梅津一史学芸主事の御協力に

深甚なる謝意を表する．

なお，平成12年11月261三I,秋田生物学会におい

て本報告の中|Ⅲ発表をしており，その質疑におい

て会員から貴重な助言をいただいた．

はじめに

県内の鳥類相を[ﾘ1らかにしようとする試みの一

端には，秋田県自然保護課の委託事業として昭和

46年以降毎年実施している秋田県鳥類分布調査の

ほか，高橋(1988,1989,1990),井上(2000)な

どがある．しかしながら，山林，草原，河川など

の多くの環境要素を包含した市町村単位あるいは

地理的区分の調査が多く，環境要素を絞った調査

報告はまだ十分とはいえない．

本報告は，県内鳥類相把握の上で比較的未調査

域とされる落葉広葉樹二次林（いわゆる雑木林）

に範囲を絞り，林内を生息の場とする鳥類相の把

握を試みたものである．また，調査地内において

も新たな伐採があるなど，県内の二次林は後退し

1調査地の概要

秋田県中央部の南北に出羽山地が，その西側に

太平Ill地がある．秋田市の東方には，太平山地の
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主峰となる標高1170mの太平Illが位置している．

調査地は，図lに示すように，太平Illの南西IlI

麓，秋田市山内市王子・藤倉と秋田市上新城湯の

里に挟まれた民有地であり，コナラ・ミスナラ・

カスミザクラ・クリなどの落葉広葉樹二次林が比

較的広く残存する．針葉樹としては，スギが綾斜

面および沢筋，集落周辺にかなり濃く植林されて

いるほか，アカマツが尾根部分に点在している．

また，地内の地形は，標高約150～500mの

低山と沢とが深く入り組んで複雑である．

秋田市近郊には広範な落葉広葉樹林は少なく，

針葉樹とモザイク状に分断しているのがほとんど

である．調査地は，近年まで商業用の薪炭材採集

用地として確保されていたものと推察される．

表l落葉広葉樹二次林の鳥類目録

FamilyAccipilridaeタカ科
IMilvusmiarnnn.､‘ﾉ加副I“トビ

2Accipiterge"""sfuiiynmaeオオタカ
3Buteo伽IC･ﾉaponici応ノスリ
4Fa.ﾉα)COﾉL"､畑〃usinsisnisコチョウゲンボ､ウ

FamilyPliasianidaeキジ科
SPhiisiiinussoeinmerrinaiisci"""an§ヤマドリ

6PhusiitnusCOﾉcﾉ】icusmlﾌustipesキジ
FamilyColumbidaeハ1､科

7StreotooeUac"た"は脈orien“"sキジバト
‘』

SSpﾉ]e"'"･ussie加/〔ﾉ〃sje伽ﾉ｡〃アオバト
FamilyCuculidaeカッコウ科

9Cucuﾉ“”I【"加砺ﾉ]oﾉ-sfiekガッッドリ

10Cucuﾉuspoliocep畑juspoliocep加ﾉ“ホトトキ鴎ス
FamilyStrigidaeフクロウ科

11Strixl"-ale耐水/】ondoensi3フクロウ

FamilyCaprimulgidaeヨタカ科
12Caprimuﾉgusindicusjoui細ヨタカ

FamilyPicidaeキツツキ科
13Picusnwokeraawokeraアオゲラ

14Dem伽)cop(（〃】〔ﾘorbondoensバアカケラ
15Dendmcoposkizukiseebohmノコゲラ

FamilyHirundinidaeツバメ科
I6H〃U〃〔j〔)r“〃唖哩【ﾉ〃'"･a〃sツバメ

FamilyMotacillidaeセキレイ科
¥1Motac"/flc"】erealobustaキセキレイ

FamilyCampepliaaidaeサンシヨウクイ科
18Pencrocolusiﾉivaricalusサンショウクイ

FamilyPycnonotidaeヒヨドリ科
19Hypsipetesamaurotisamaurotisヒヨドリ

FamilyLaniidaeモズ科
20L;""U.S-buceo加ﾉusbuceo加ﾉ“モズ

‘ ，

FamilyTroglodytidacミソサザイ科
21Tmsﾉodylesirosﾉodylesハ"】"salusミソサザイ

FamilyTurdidaeツグミ科
22Tarsisercyanuruscyanur小ルリビタキ
23Zootheradaumaaureaトラツグミ

24丁【"･duscardisクロッグミ

25Tunﾉ小chrysoﾉa"sL･ﾉ】ハ'solausアヵハラ
26Turduspa〃〃“シロハラ
27Tunﾉ“Clﾌ“【"･“マミチヤジナイ

28Turdusna【"”､"j“"(〕"】“ツグミ

FamilySylviidaeウグイス科
29Uros/〕ﾉlenasquameicepsヤブサメ
30Celliadiohonecaﾉ加恥ウグイス

，

31PhylloscopusIﾌ()r“"sxfin"】odry妬メボソムシクイ
FamilyMuscicapidaeヒタキ科

32Ficed"ﾉf〃】f"．L･/”j“”J･Cl鮒J“キビタキ

33Cyanoptilacyanomeﾉfln;,cy”o",eﾉana'i'オルリ
34Muscicapadauuricadauuricaコサメビタキ

FamilyAegithalidaeエナガ科
35/¥贈"伽ﾉOScaudatus〃ルirgatusエナガ、

FamilyParidaeシジユウカラ科
36Parusniontanusrestrictusコカ､ラ

37Piirusliterinsuﾉf"･isヒガラ

38Parusvariusvi"/“ヤマガラ

39丹"．U．w刀j1ﾉOrm"]oI・シジュウカラ
FamilyZosleropidaeメジロ科
40Zosteropsj叩onicaﾉaponicaメジロ

FamilyEmberizidaeホオジロ科
41EmI〕eﾉ'izachidescioosisホオジロ

42Emberizarusticsﾉnlif'iisc《Iカシラダカ

43Embc"御eﾉeganseﾉ“flmミヤマホオジロ
44Emberizasnodocenhalanersonataアオジ

4 4

45E"7I7eJ･jzaw"｡j”/"sクロジ

FamilyFringillidaeアトリ科
46Fring"ﾉ〃〃1〔)""片加g"/〔Iアトリ
47C"〔ﾉ“"ssmi“m〃1Cl・カワラヒワ

48CanﾉUeノホ叩"】usマヒワ
49Carpodacusroseusオォマシコ
50Uragus.､"ﾌ〃jc“san虹""o/c"I“ベニマシコ
51Pyn加ﾉapyn畑ﾙIgriseive""パウソ
52Eopbo"〔Ipe応〔〕"〔I卿“応o"“Iイカル

FamilyCorvidaeカラス科
53Garruﾉ小菖ﾉandariusjapoﾉ"c“カケス
54Corvuscoﾉ'Oneorientn"舟ハシボソガラス

55Co八,“")“ﾉ．o"り'"cﾉ】OSJtiponensパハシブトガラス

2調査方法

調査は，調査地内を秋田市Ill内と同市上新城と

を結ぶ通称「湯の里林道」に沿った約4km間で

実施した．調査方法は，二次林が濃く残存する地

域，広い範囲を見渡せる地域に5カ所のステーシ

ョンを設けてポイントセンサスしたほか，調査ル

ートを移動中に確認した鳥類を調査結果に付加し

補完した．

調査期間は，平成12年4月から12月までであり，

各月の調査回数は，上・中・下旬各1回計月31回｜

(7月のみ出現頻度の低さを懸念して4回)，合計

28回である．また，調査時間は,1回の調査につ

き約120分を設定した．

表電lに示す鳥類目録は，日本烏学会目録編集委

員会(1997)が表した「日本産鳥類リスト」によ

り作成した．

3結果と考察

(1)月別調査結果

表lの鳥類目録に示すように期間中にi'l｣現した

鳥類は22科55種である．調査結果は，月毎にまと

め、表2に示した．なお表中のNは出現個体数，

N/hは単位時間あたりの出現個体数（相対密度）

である．

出現種の状況を概観すれば，樹林内ではヒヨド

リ，キジバト，オオルリ，キビタキ，カケス，ハ

シボ ソ ガ ラ ス の ほか．アオゲラ．アカゲラ．コゲ
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表2月別調査結果
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表3繁殖種の月別調査結果

ラのキツツキ類，ヒガラ，ヤマガラ，シジュウカ

ラのカラ類，エナガ，メジロが，林道脇および荒

廃地の草地ではウグイス，ホオジロが，沢筋に近

い地内ではキセキレイ，ヤブサメが高い出現頻度

を示す．これらは，当地において繁殖もしくはそ

の可能性の高い種類である．

出現頻度は低いが，樹林内では，前述の種類の

ほか，トビ，オオタカ，アオバト，ツツドリ，ホ

トトギス，ヨタカ，サンショウクイ，トラツグミ，

メボソムシクイ，コサメビタキ，カワラヒワ，フ

クロウ（梅津氏からの情報）が繁殖期に認められ

るし，繁殖の可能性もある．春，秋の渡りの時期

および冬期には，ノスリ，．チョウゲンボウ，ル

リビタキ，シロハラ，マミチャジナイ，ツグミ，

ミヤマホオジロ，マヒワ，ウソ，イカルが林内に

おいて確認された．
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表4月別優占種
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面積的には狭い範囲であるが，草地化している

林道ののI)面や荒廃地および林縁部には，草地性

のホオジロ，ウグイスのほか，出現頻度は低いも

ののヤマドリ，キジ，モズ，ミソサザイ，アカハ

ラ、カシラダカ，アオジ，クロジ，アトリ，オオ

マシコ，ベニマシコが確認されている．

沢筋の水辺やその周辺の湿った林では，キセキ

レイやヤブサメが確認されたが，地形的に沢筋が

入り組んで調査地に隣接しており，採餌等の行動

上，調査地内で確認されるものと思われる．

集落地域に隣接しているわりには，集落地周辺

に多いスズメやムクドリなどは全く確認されず，

カワラヒワも極端に少ない．ハシボソガラスとハ

シブトガラスは，耕地や集落周辺には多いものの，

調査地内では少ない．カラス科の両者を比較する

と，春～夏は前者が認められ，夏から初冬かけて

は両者が|司じくらいに混在する．見1しのよい樹

上に止まり，周辺を移動するのが観察される．

春秋の渡りの時期，冬期|H1に飛来する烏種は，

．チョウゲンボウ，ルリビタキ，シロハラ，マミ

チャジナイ，アオジ，ツグミ，カシラダカ，ミヤ

マホオジロ，アトリ，マヒワ，オオマシコ，ベニ

マシコ，ウソ，イカルである．これらは，通称の

旅烏，冬鳥，漂烏の類であるが，かならずしもそ

れらだけではなく，近在から訪れたと思われる種

類もいる．秋期から冬期にかけての種類数増の一

因になっている．また，この時期，群の大きさか

らみれば,1回の調査において出現したそれぞれ

の種類の個体数は，総じて多いわけではなく，カ

シラダカの50,イカルの48,ウソの15,ツグミの

14,ベニマシコの12,が確認されている．

繁殖もしくはその可能性の高い種類（以後は繁

殖種と表す）が当地の烏相を特徴づけているよう

に思えるので，それらだけを抽出したのが表3で

ある．

出現種に対する繁殖種の月別出現率をみると，

種数において5月87.0％，6月86.4％，9月842％

にピークがある．さらに個体数をみると，5月

97.6％，6月942％，7月95.4％，9月947％と率

が高い．繁殖期に繁殖種が多くなるのは当然な結

果ではあるが，調査期間を通して繁殖種の占める

割合は，種数，個体数ともに高い数値であると考

える．

出現した鳥類をカウントすることによって鳥類

相を把握しようとする調査方法であることから，

繁殖後期の出現率が下がることは否めない．繁殖

後期は，育雛期であり，目立った活動が極端に少

なくなる．結果的に繁殖後期の繁殖種類数．個体
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数は低値を示すが，実際の数値はもっと高い率に

なるのではないかと考えられる．とすれば，表3

のアオゲラ，アカゲラ，エナガ，カラ類，メジロ

などの低値は調査方法を工夫することによって是

正されてくると‘思われる．

（2）月別優占種

当地において優占している鳥類を|ﾘlらかにする

ため，月単位の優占度（総個体数に対する各種毎

の個体数の割合）で示したのが表4である．

各j1に優占する烏種(1'0%以上）をみれば，

4月カシラダカ，ベニマシコ

5｝1ヒガラ，ヒヨドリ，ウグイス

6月ヒヨドリ，ホオジロ

7月ヒヨドリ，ウグイス

8)1ヒヨドリ，サンショウクイ，ホオジロ

9JJヒヨドリ，エナガ

10月メジロ，エナガ

11Ⅱヒヨドリ，エナガ，ヒガラ

12/Jイ カル，ツグミとなる．

以下に示す5種の例以外はすべて繁殖種である．

4j1のカシラダカ，ベニマシコは，渡1)の途中

に立ち寄り，草地および林縁などで採食していた．

カシラダカは一群，ベニマシコは数群であった．

12JJのイカル，ツグミは，冬鳥として飛来した

ものである．イカルは1回の調査で48個体の一群，

ツグミはこの月のすべての調査時に出現し最多時

の1411*1体は二群，他は一群であった．

8月のサンショウクイは，周辺地域で繁殖して

いたとの情報はあるが，当地での繁殖は認められ

ず,1回だけの一群であった．32個体が山稜沿い

に移動したのを確認した．

調査期間を通じて上位に優占するヒヨドリ，エ

ナガ，メジロ，ヒガラ，ホオジロ，ウグイスにつ

いて，表4に基づきそれぞれの推移をみたのが図

2である．わずか一月だけ高い優占度を示したカ

シラダカ，ベニマシコ，サンショウクイ，ツグミ，

イカルは除いた．月毎の優占種の推移は，既述し

たように繁殖後期において説明しにくいところも

あるが，当地における主な種類が占める量的な特

徴と考える．

ヒヨドリは，繁殖期に個体数を増"||させた後，

冬期，大部分が南方へ漂行することで数を減じて

－7－
ノ

太平山山麓落葉広葉樹二次林における鳥類相

いる．

エナガは，6．7．8月に他所へ移動するのか

極めて発見できにくい状況をつくっているのか明

らかではないが，9月以降は高い優占度を示す．

メジロもエナガと同様であるが，冬期間は漂行

するのか数は少ない．

ヒガラも繁殖後期に数を減じる傾向がある．

ホオジロは，ほぼH率で推移しているが秋から

冬の間は数を減じている

ウグイスは，繁殖期に明らかに数を増加させて

いるが，秋から冬は少ない．しかし激しいさえず

りが繁殖終了とともに地鳴きとなることも考慮し

なければならない．

上記6種に加えて，比較的上位に優占するキジ

バト，他のカラ類，キツツキ類，カケスなどの通

年生息すると思われる種類のほか，オオルリ，キ

ビタキ，クロツグミなどの夏鳥，春，秋に飛来す

る旅烏，冬期間の冬鳥が混じり，当地落葉広葉樹

二次林の鳥類相を特徴づけている．

これらは鈴木．由井(1987),井上(2000)が示

したブナ林における鳥類群集とは明らかに異なる

と考える．

要約

l太平山山麓の落葉広葉樹林(いわゆる雑木林）

内における鳥類調査は，2000年4月から12月ま

での期間に月3回（7月のみ4El)計28回実施

した．

2調査は，調査地内に5カ所のステーションを

設定し，ポイントセンサスを主に実施した．

3確認した鳥類は，22科55種である．

4ヒヨドリ，エナガ，メジロ，ホオジロ，ウグ

イス，カラ類，キツツキ類，キジバト，カケス

などの繁殖もしくはその可能性の高い種類が調

査地において優占しているし，当地の鳥類相を

特徴づけている．

54に加えて，オオルリ，キビタキ，クロツグ

ミは繁殖期に優占した．

6繁殖種の占める割合は，種数において473％，

佃体数において78．9％である．そのピークは，

5月（種数87.0％，個体数976％）と9月（種

数84.2％，個体数94.7％）である．
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Avifaunainadeciduousbroad-leavedsecondaryforest

atthefootofMt.Taihei(Akita,Japan)

by

IchiroTAKAHASHI

Summary

1Iinvestiaatedavifaunainadeciduousbroad-leavedsecondaryforestatthefootofMt.Taihei,

AkitaPref.usingthepointcensusmethodfromApriltoDecember2000,

Twentyeightexaminationswerecarriedouttocompletethesurvey.

2Twentytwofamiliesand55specieswererecordedinthepresentstudy.

3Inthisinvestigatedarea,abreedingspecieswereBrown-earedBulbul{Hypsipetes

amaurotisamaurotis),Long-tailedTit(Aes"/mﾉoscaudatustrivirgatus),JapaneseWhite-eye

(Zosteropsjaponicajaponica)､SiberianMeadowBuntmg(Emberizacioidesciopsis),BushWarbler

(α"iadipﾉlonecantans),agenusofTit,agenusofWoodpecker,RufousTurtleDove(Streptopelia

orientalisorientalis),Jay(Ganvlusgﾉanndariusjapon/cus)andetal.

Theywereadominantspecies,andalsothersespecieshavefeaturesquiteitsowninthisarea.

4Inadditionto3,adominantspecieswereBlue-and-WhiteFlycatcher(Cyanop〃/a

cyanomeﾉanacyanomeﾉanとi),Nai℃issusFlycatcher(Ficeduﾉanarcissinam"℃issina),GreyThrush

(Turduscardis)inthebreedingseason.

5Abreadingspeciesamountedto47.3%ofthetotalspecies,and78.9%ofthetotalindividuals.

JudgingfrommonthlyChangesofabreadingspecies,therelativenumberhavebeentwopeaks.

TheonewasinMay(87.0%asspecies,97.6%asindividuals),andtheotherwasinSeptember

(84.2%asspecies,94.7%asindividuals).
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